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２ 生育状況
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３ 今後の管理

（１）肥培管理

・圃場で主茎を数本抜いて，幼穂の発育状況を確認し肥培管理に努める。

（減数分裂期

・穂揃期の葉色を

・追肥は，通常通りとするが，葉色を見ながら，一発肥料施用でも追肥を検討する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） カメムシの発生と防除（

・アカスジカスミカメ成虫の水田侵入始期は平年並と推測される。

・第１世代成虫の発生盛期は平年よりやや早い７月第４半旬（

・誘引源となるイヌホタルイが

・出穂前１０日までに草刈りを終え
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